
1. はじめに

近年，ChatGPT1)、StableDiffusion2), Midjourny3) などの
コンテンツ生成 AI の発展はすさまじく、社会的な反響も
非常に大きく議論も頻繁に行われている。昨今では生成
系 AI の勃興により AI の生成するコンテンツは非常に高
精度になりつつある。しかしながら現行の大規模言語モ
デルを用いた生成 AI でも 0 から 1 を作る創造性発揮は難
しく、建築・都市デザインへの寄与は限定的であると考
える。

2. 研究の位置付け

本研究では、建築・都市のデザイン検討においてコン
テンツ生成 AI を導入し、デザインのアイデアをブラッシュ
アップし、成果物の質向上と AI と人間が共同制作を行う
ことによる創発性の検証を行うことが目的である。

3. 研究概要 ・ 方法

3.1 Stable Diffusion を用いたデザインスタディ

本研究では，生成 AI である StableDiffusion を使用する。
Stable Diffusionは深層学習を用いた生成AIの一つであり，
膨大な学習データセットがオープンソース化されている
ことにより、非常に高解像度の画像生成が誰でも簡単に
出来るようになっているという点が魅力である。そこで、
形態スタディの一部であるファサードの検討を画像生成
AI である StableDiffussion を用いることで、生成画像か
らアイデアを得たり、ラフなスケッチを AI に高精度に書
き直させることで、デザインの昇華をできないかと考え
た。（図１）具体的には、StableDiffusion の入力変数であ
る、prompt, 入力画像と出力画像の相違度、prompt と出
力画像の類似度などを変化させ、ファサードの検討を行っ
た。また、それらの画像を見てアイデアの昇華が起こる
かどうかをその後のスケッチなどの分析を通して行った。

構想のラフスケッチ段階で合計で画像を４０枚程作成し
た。prompt は「housing complex, cyber punk, metallic, 
architecture, realistic」で入力画像と出力画像の相違度や
prompt と出力画像の類似度（図２）で変化させた。次に
様々なコンテクストから定めたコンセプトをもとに、模
型を作った。そしてその模型写真を入力画像にして新た
な prompt を設定して、画像を出力した。（図３）
3.2 Machine Hallucination4)

この画像 ( 図４) は StableDiffuision に Control-Net5) 出
力をしていた時に生まれた「幻覚」である。この「幻覚」

図１スケッチをもとに画像生成　

図２ Prompt と出力画像の類似度　

図３　模型写真を入力し拡張を試みる

図 4　Macine Hallucination によって生まれた奇妙な画像

デザイン検討におけるコンテンツ生成 AI の利用

 Using Content Generation AI in Design Studies

  ○大本 和尚*1,   山田 悟史*2

Tomohisa OMOTO *1,  Satoshi YAMADA*2

*1 立命館大学　理工学部　建築都市デザイン学科

　Ritsumeikan University of Science and Engineering Department of Architecture and Urban design.
*2 立命館大学　理工学部　建築都市デザイン学科　准教授・博士（工学)
　Associate Professor. of Architecture and Urban Design, Ritsumeikan University. Dr.Eng

キーワード：コンテンツ生成 AI, マシンハルシネーション
Keywords:Contents Generation AI, Macine Hallucination

− 321−

日本建築学会情報システム技術委員会

第46回情報･システム･利用･技術シンポジウム論文集，321-322，2023年12月，東京

Proceedings of the 46th Symposium on Computer Technology of Information，

Systems and Applications，AIJ，321-322，Dec.，2023，Tokyo



は「Machine Hallucination」と呼ばれ、まちがいを出力
していると言われている。しかしながら私は AI の「幻覚」
を偶発性と捉え、その可能性を追求したいと考える。
3.3 Lora6) による追加学習

StableDiffusion には Lora という追加学習の機能がある。
Lora を利用することで 10 枚から 20 枚程度の追加学習画
像をもとに特徴量抽出が可能となる。それを利用して建
築家の特徴を抜き出して別の建築家の特徴と掛け合わせ
ることを行った。具体的には安藤忠雄の代表作 10 作例程
を追加学習させた Lora モデルとル・コルビジェの作例を
10 枚ほど追加学習させた Lora モデルを準備した。オフィ
スの画像を元にそれぞれ適用させると、特徴量を抜き出
した画像を生成出来た。（図 5）それらの両方のモデルを
適用させると安藤忠雄とコルビジェの両方の特徴を重ね
合わせたような画像を生成出来た。（図 6）
3.4 AI の偶発性や誤認性に着目したスタディ

　建築情報学会での短期集中ワークショップでは集合住
宅をデザインし、その過程で生成 AI と Processing7) を
利用して新たなスタディの可能性を考えた。生成 AI と
Processing による偶発性に価値を見出し、Processing の
1 つ 1 つのモジュールを 3D オブジェクトを生成した。そ
れらを作成する上で日常生活の中で使用する時計や車な
どのオブジェクトを元に Midjourney、Adobe Firefly8) で
画像を生成し、それらの画像を元に Shap-E9) で 3D オブ
ジェクト化した。（図７）これらの手法の中で AI の偶発
性や誤認性に注目することで、予期しないカタチのスタ
ディを行うことが出来た。
3.5 ボトムアップ的な都市イメージの作成

　（図８）は、Stable Diffusion を用いた大量生成とフォト
コラージュ技術で、新世界や通天閣を表現している。生
成 AI を通して都市のイメージを作成することで、ボトム
アップ的な都市計画の在り方が示せるのではないかと考
え、大阪を舞台に 50 年後の都市の姿を動画にした。（図９）
動画にすることで、画像 1 枚 1 枚のイメージの重要度を
下げ、prompt を書いた時の人間の恣意性の影響を下げる
ことを狙った。このように生成 AI を通して作成した都市
のイメージを元にすることで、ボトムアップ的な新たな
都市の在り方を模索できるのではないかと考える。

4. まとめ ・ 展望

本研究では生成 AI を用いることで建築デザインの可能
性の幅を広げることを目的とした。こういった模索的な
アプローチを続けていくことで、生成 AI の応用法を発見
するだけでなく、建築のスタディの在り方そのものの可
能性を広げると考える。これらの研究成果は、今後 AI と
人間の関係性を考える上で社会に対する重要な寄与が期
待される。

[ 注釈 ]
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図５　安藤忠雄の作例を追加学習した例（左）

　ル・コルビジェの作例を追加学習した例（右）

適用前　　　　　適用後

図６　両方の追加学習モデルを適用した例

図７　集合住宅課題「5TB Housing」1

図８ モザイク画

図９ 大阪の都市景観（左）

生成した画像（右）

適用前　　　　　適用後
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